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◇
防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第

一
九
号
）（
防
衛
省
）

一

防
衛
省
設
置
法
の
一
部
改
正
関
係

自
衛
官
の
定
数
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
関

係
）

二

自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
関
係

１

航
空
自
衛
隊
の
航
空
総
隊
の
編
成
に
警
戒
航
空
団

を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
〇
条
関
係
）

２

即
応
予
備
自
衛
官
の
員
数
を
改
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
七
五
条
の
二
関
係
）

３

カ
ナ
ダ
と
の
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定
に
係
る
物

品
又
は
役
務
の
提
供
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
八
四
条
の
五
、
第
一
〇
〇
条
の
一
二

及
び
第
一
〇
〇
条
の
一
三
関
係
）

三

自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
関
係

フ
ラ
ン
ス
と
の
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定
に
係
る
物

品
又
は
役
務
の
提
供
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
八
四
条
の
五
、
第
一
〇
〇
条
の
一
四
及
び

第
一
〇
〇
条
の
一
五
関
係
）

四

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

大
規
模
な
災
害
に
対
処
す
る
外
国
軍
隊
に
対
す
る
物

品
又
は
役
務
の
提
供
の
対
象
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
軍
隊

を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
三
条
関
係
）

五

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
関
係

大
規
模
な
災
害
に
対
処
す
る
外
国
軍
隊
に
対
す
る
物

品
又
は
役
務
の
提
供
の
対
象
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍

隊
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
三
条
関
係
）

六

施
行
期
日
等

１

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
調
整
規
定
を
設

け
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
二
年
三
月
三
一
日
ま
で
の

間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
ほ

か
、
必
要
な
施
行
期
日
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

３

沖
合
海
底
特
別
地
区
の
保
全

環
境
大
臣
は
、
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に

関
す
る
保
全
計
画
に
基
づ
い
て
、
そ
の
区
域
内
に
、

沖
合
海
底
特
別
地
区
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
当

該
地
区
内
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
（
以
下

「
特
定
行
為
」
と
い
う
。）は
、
環
境
大
臣
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

鉱
物
を
掘
採
す
る
こ
と
。

鉱
物
の
探
査
を
行
う
こ
と
で
あ
つ
て
環
境
大
臣

が
経
済
産
業
大
臣
の
同
意
を
得
て
定
め
る
方
法
に

よ
る
も
の

海
底
に
生
息
し
、
又
は
生
育
す
る
動
植
物
を
捕

獲
し
、
又
は
採
取
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
環
境
大
臣

が
農
林
水
産
大
臣
の
同
意
を
得
て
定
め
る
方
法
に

よ
る
も
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
沖
合

海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の

保
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
で
政

令
で
定
め
る
も
の

環
境
大
臣
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合

し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

の
許
可
を
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

の
許
可
に
は
、
当

該
沖
合
海
底
特
別
地
区
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全

の
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
条
件
を
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
の
四
第
四

項
及
び
第
五
項
関
係
）

４

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
の
う
ち
沖
合
海
底
特

別
地
区
に
含
ま
れ
な
い
区
域
の
保
全

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
の
区
域
の
う
ち
沖

合
海
底
特
別
地
区
に
含
ま
れ
な
い
区
域
内
に
お
い
て

特
定
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

環
境
大
臣
に
対
し
、
所
要
の
事
項
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
の
五
第
一
項

関
係
）

環
境
大
臣
は
、

の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た

場
合
に
お
い
て
、
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に

お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
て
、

届
出
日
か
ら
起
算
し
て
三
〇
日
以
内
に
限
り
、
当
該

自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い

て
、
そ
の
届
出
に
係
る
特
定
行
為
を
禁
止
し
、
若
し

く
は
制
限
し
、
又
は
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
旨
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
の

五
第
二
項
関
係
）

５

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
係
る
報
告
及
び
検

査
等環

境
大
臣
は
、
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
お

け
る
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い

て
、
船
舶
の
船
長
そ
の
他
の
特
定
行
為
に
関
係
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
特
定
行
為
の
実
施
状
況
そ

の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の

職
員
に
、
船
舶
そ
の
他
の
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、

特
定
行
為
の
実
施
状
況
の
検
査
等
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
の
六
第
一
項
関
係
）

６

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
係
る
中
止
命
令
等

環
境
大
臣
は
、
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
お

け
る
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
３
の

の
規
定
に
違
反
し
た
者
等
に
対
し

て
、
そ
の
特
定
行
為
の
中
止
等
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
の
七
関
係
）

７

罰
則
等

罰
則
の
規
定
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
た
。（
第
五
三
条
〜
第
五
六
条
及
び
第
五
九
条
関

係
）

８

外
国
船
舶
に
係
る
担
保
金
等
の
提
供
に
よ
る
釈
放
等

外
国
船
舶
に
係
る
担
保
金
等
の
提
供
に
よ
る
釈
放
等

に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
〇

条
〜
第
六
四
条
関
係
）

９

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第

二
〇
号
）（
環
境
省
）

１

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
の
指
定

環
境
大
臣
は
、
自
然
環
境
保
全
地
域
以
外
の
沖
合
の

区
域
（
我
が
国
の
内
水
及
び
領
海
（
水
深
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
海
域
に
限
る
。）、
排
他
的
経
済
水
域
並

び
に
大
陸
棚
に
係
る
海
域
を
い
う
。）で
そ
の
区
域
の
海

底
の
地
形
若
し
く
は
地
質
又
は
海
底
に
お
け
る
自
然
の

現
象
に
依
存
す
る
特
異
な
生
態
系
を
含
む
自
然
環
境
が

優
れ
た
状
態
を
維
持
し
て
い
る
と
認
め
る
も
の
の
う

ち
、
自
然
的
社
会
的
諸
条
件
か
ら
み
て
そ
の
区
域
に
お

け
る
自
然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
も
の

を
、
所
要
の
手
続
を
経
た
う
え
で
、
沖
合
海
底
自
然
環

境
保
全
地
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。（
第
三
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
〜
第
七
項

関
係
）

２

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
関
す
る
保
全
計
画

の
決
定

沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
関
す
る
保
全
計
画

（
沖
合
海
底
自
然
環
境
保
全
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境

の
保
全
の
た
め
の
規
制
、
調
査
そ
の
他
の
事
項
に
関
す

る
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
所
要
の
手
続
を
経

た
う
え
で
、
環
境
大
臣
が
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

三
五
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）
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